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ら
廼

か
ま

　
今
年
も
住
民
税
と
所
得
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
七
年
度
分
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

整
理
記
帳
な
ど
十
分
な
用
意
が
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
申

告
時
に
誤
り
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
告
の
時
期
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
が

期
限
問
近
に
な
り
ま
す
と
、
相
談
会
場
が
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
定
め
ら
れ
た
日
時
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

月％目
月、5日

難難

　
例
年
砂
よ
う
に
税
務
署
か
ら
申
告
書

が
送
ら
れ
ま
す
が
、
村
で
行
う
相
談
に

該
当
さ
れ
る
方
以
外
は
相
談
日
及
び
会

場
が
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ハ
ガ
キ
で
相
談
日
の
日
程
等
申
告
の

案
内
が
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
の
日
程

に
よ
り
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
用
紙
が
送
ら
れ
て
い

な
い
方
に
は
、
税
務
署
や
役
場
税
務
課

に
申
告
用
紙
や
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

な
ど
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
○
○

‘

創

　
年
末
調
整
の
済
ん
だ
給
与
所
響
者
で

住
宅
取
得
控
除
・
医
療
費
控
除
・
雑
損
・

控
除
等
が
該
当
す
る
方
は
、
二
月
十
五

日
以
前
で
も
税
務
署
で
還
付
の
申
告
を
一

受
付
け
て
お
り
ま
す
。
早
く
申
告
す
れ

ば
早
く
還
付
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
所
得
者
、
農
業
所
得
と
給
与
所

得
合
算
者
及
び
小
額
営
庶
業
者
に
つ
い

て
は
、
表
の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
。

qD
　
案
内
状
や
同
封
の
申
告
書

働
　
給
与
支
払
、
源
泉
徴
収
に
関
す
る

　
帳
簿
や
書
類

．
⑬
　
収
入
や
所
得
計
算
の
基
と
な
っ
た

　
書
類

凶
　
生
命
保
険
や
損
害
保
険
な
ど
の
支

　
払
証
明
書

5
　
印
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

㈲
　
そ
の
他
機
械
化
集
団
へ
の
支
払
証

　
明
等
必
要
な
も
の

嚢．’

華
、
、

翁

舞
．

韓

萎繍

　
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
方
は
、
今
年

の
一
月
一
日
現
在
江
南
村
に
住
所
が
あ

り
、
五
十
七
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
方

で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
、
給
与
所
得
者
で
他
の
所
得
が
な

壁ゼ

壁ゼ

壁ゼ

噌ψ

曾
，
サ
ゼ
サ
ゼ
撃
ゼ
尉
．
研
サ
ψ
鯉
，
砂
融
ゼ
噌
ゼ

に
せ
税
理
士
に

　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務

理
P
税
務
書
類
の
作
成
N
…
税
務

談
等
は
、
税
理
士
で
な
け
れ
ば

き
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
確
定

告
の
時
期
に
な
る
と
、
税
理
士

務
を
行
う
資
格
の
な
い
人
が
、

告
書
の
作
成
な
ど
を
す
る
こ
と

多
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
“
に
せ
税
理
士

は
、
法
に
触
れ
る
だ
け
で
な
く

税
者
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も

い
の
で
、
申
告
手
続
な
ど
を
税

士
に
依
頼
す
る
場
合
は
、
そ
の

が
正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か
ど

か
を
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

曾

牡
・
曾
撃
寧
撃
宰
宰
寧

射
で
行
う
確
定
申
告
相
談
日
程

〃 〃 〃
二
月・ 月

二
十

十 十 十

時 六 八 七 六

問 日 日 日』 日 日

㈲ 働 ㈲ ㈱
二午
十前
六九
日時 小 合 農 農
仕）か
は　ら

午午
前後
十四

額
営
庶
業

算
所
得

業
●
給
与

業
所
得

該
当
者一時 者 者 の 者

時ま．
ま　で
で　　。

で　た 役
す　だ

ム
本

。　し
費
（
3
⑤

場

一
五

△
試
議

二
一 室

場

し
O
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く
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
方
。

　
一
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方
。

　
住
民
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
に
は
、
申
告
の
日

時
場
所
を
記
入
し
た
申
告
書
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

　
日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
の
で
、
混

雑
を
さ
け
る
た
め
に
、
な
る
べ
く
指
定

日
を
ご
利
用
く
だ
ざ
い
。

　
も
し
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
申
告
会
場
へ
お
い
で
い
た
だ

く
か
、
税
務
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

住民税申告相談日程

冷＼

ズ、

　
確
定
申
告
と
同
じ
書
類
が
必
要
で
す

の
で
、
前
ぺ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

　
熊
谷
税
務
署
に
、
国
税
局
税
務
相
談

室
（
分
室
）
が
開
設
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
ご
存
知
で
す
か
。

　
税
金
の
こ
と
で
お
わ
か
り
に
な
ら
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
税
務
相
談
室
を
御
利
用

く
だ
さ
い
。
経
験
豊
か
な
相
談
官
が
相

談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

　
匿
名
や
電
話
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
魯
二
一
ー
二
九
〇
五

月
　
　
　
　
日

該
当
地
区

会
　
　
　
場

二
月
二
＋
二
日
㈹

須
賀
広
・
野
原

農
村
セ
ン
タ
ー

（
農
協
南
支
所
脇
）

魯
G
⑤
一
三
〇
四
呼
出

〃
二
＋
三
日
㈱

小
　
　
江
　
　
川

〃
二
＋
四
日
困

板
　
　
　
　
井

〃
二
＋
五
日
㈹

塩
・
柴
　
千
代

二
月
二
＋
八
日
㈲

三
本
　
　
上
新
田

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（
農
協
本
所
裏
）

盈
G
⑤
一
八
○
八
呼
出

｝
．
エ
・
月
　
　
一
日
㈹

押
　
　
　
　
　
切

〃
　
　
二
甘
㈱

成
　
　
　
　
　
沢

〃
　
　
三
日
㈲

樋
　
春
　
南
　
北

〃
　
　
四
日
働

　
　
ヤ
■
費

御
正
新
田

※時間、各会場とも午前9時から午後4まで。

（

（

歳
深
載
す
け
あ
い
募
金
　
　
　
　
脳
・
蚕

あ
蜜
甜
篭
緬
鑑
穐
講
ぎ
い
　
だ

　
昨
年
十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
の

一
か
月
間
「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い

お
正
月
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
が
実
施
さ
れ
、
総
額

．
五
十
五
万
四
千
百
十
円
と
い
う
多
額
の

募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
善
意
の
募
金
は
、
施
設
へ
入
所

さ
れ
て
い
る
方
、
低
所
得
に
悩
む
世
帯
、

母
子
世
帯
、
老
人
世
帯
、
障
害
者
世
帯

の
方
々
等
の
た
め
に
有
効
に
使
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
こ
に
募
金
結
果
を
報
告
し
て
、
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
地
区
役
員
さ
ん
や
村

民
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
善
意
に
対
し
、

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
哩

　
　
戸

　
　
　
　
　
男

樋樋下上上三成
春春押押新

南北切切田本沢

御
正
新
田

須
　
賀
　
広

野
　
　
　
原

小
　
江
　
川

税
金
は
、
世
の
た
め
人
の
た
め
国
の
た
め

募
　
金

七
八
、
四
〇
〇
円

二
八
、
二
〇
〇
円

一
二
、
六
〇
〇
円

一
九
、
○
○
○
円

一
三
、
六
〇
〇
円

一
八
、
○
○
○
円

一
一
，
、
八
○
○
円

五
六
、
八
○
○
円

一
六
、
二
〇
〇
円

一
＝
、
六
〇
〇
円

五
〇
、
四
〇
〇
円

　療試千柴板塩
一養験
　所場代　井
般ヤ

塩
常
安
寺
壇
信
徒
会

千
代
普
門
寺
　
〃

老人保健法

一
〇
、
O
O
O
円

三
〇
、
○
○
○
円

一
〇
、
五
三
〇
円

一
九
、
八
○
○
円

　
一
、
○
○
○
円

　
三
、
O
O
O
円

受
　
付

　
七
、
三
〇
〇
円

七
、
七
〇
〇
円

須
賀
広
釈
迦
寺
〃
　
一
三
、
五
〇
〇
円

宝
瞳
寺
　
　
　
〃
　
一
二
、
○
○
○
円

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
江
南
工
場
部
課
長
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
、
O
O
O
円

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
江
南
工
場
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
O
O
O
円

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
熊
谷
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
．
一
、
○
○
○
円

江
南
村
役
場
職
員
　
二
〇
、
六
八
○
円

　
ま
た
、
江
南
村
機
械
化
組
合
協
議
会

か
ら
、
も
ち
米
九
俵
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
、
募
金
と
一
緒
に
恵
ま
れ
な
い
家
庭

や
施
設
に
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
、
十
二

月
二
十
日
、
恒
例
の
福
祉
も
ち
つ
き
を

行
い
ま
し
た
。

六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
等
の
方
に
は

従
来
ど
お
り
無
料
制
を
存
続

　
二
月
一
日
か
ら
老
人
保
健
法
の
施
行

に
よ
り
、
医
療
費
の
一
部
負
担
金
制
度
、

が
導
入
さ
れ
ま
す
。
外
来
診
療
は
各
月

の
最
初
の
診
療
日
に
四
百
円
、
入
院
の

場
合
は
一
肝
に
つ
き
三
百
円
（
二
か
月

を
限
度
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
本
人

は
五
十
日
）
で
す
。

　
し
か
し
、
村
で
は
、
六
十
五
歳
以
上

の
ね
た
き
り
老
人
等
と
認
定
さ
れ
た
方

に
は
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給

制
度
に
よ
り
、
実
質
的
に
は
従
来
ど
お

り
無
料
制
度
を
続
け
て
行
き
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り

老
人
等
と
認
定
さ
れ
た
方
が
医
療
機
関

に
か
か
る
場
合
、
い
っ
た
ん
．
一
部
負
担

金
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ

の
後
支
払
っ
た
一
部
負
担
金
の
相
当
額

を
、
県
と
村
で
二
分
の
一
づ
つ
助
成
し
、

該
当
す
る
方
へ
支
給
し
ま
す
。

　
く
わ
し
い
お
問
合
せ
は
、
役
場
住
民

課
へ
。

（
江
南
中
二
年
・
鈴
木
孝
枝
　
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
入
選
作
）
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難

．
轟
謹

　
醗

轟
難
、
鯉

羅
醗

　
撒
欝

、磁悼　詩纏．鞭く賜瓢璽鯉、痒
顯養・撒灘

講灘

義

御
正
婦
人
会
料
理
研
究
部

鐵縫

灘　みんなのひろばは、みな～
饗声や意見でつくるページでづ
購近な話題、行政1こ対する莞

1黎歌　を搾ちし

慧ん禦鷺銚詔麓1

灘　を書いてください。

　＞送り先　江南村大字柴9一

麟　　江南村役場／襯
覇レしめきり毎月10日としまづ

欝問い合わ豊総務課薦
鐵　　　　　電話　　　（36）1i

、魏享ぐ囎

膿1

霧灘
1／総務課灘
　　　　　耀
します・　縫

｝課広報係雛

136）1521羅

料
理
講
習
を
と
お
し
て

　
　
　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り
を

　
“
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
”

“
健
康
づ
く
η
は
主
婦
の
手
で
”
を
合

言
葉
に
、
よ
い
食
生
活
が
す
べ
て
の
人

　
に
浸
透
す
る
よ
う
、
組
織
活
動
を
行
っ

　
て
い
る
御
正
婦
人
会
す
な
わ
ち
栄
養
大

・
学
修
了
者
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
、

表彰状を手に　馬場節子さん

　
難

　
藁

　
　
ず

鎌
潴

、
　
灘

灘
甜

欝
　
織

　
鱗

搬
　
灘

）
一
）

鰻

押
切
の
馬
場
節
子
さ
ん
が
埼
玉
県
主
催

の
昭
和
五
十
七
年
度
健
康
づ
く
り
我
が

家
の
食
卓
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
ま
し

た
。

　
食
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
特
に
日
本

の
食
文
化
の
長
所
で
あ
る
魚
・
豆
等
が

見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
栄
養
大
学
修

了
者
協
議
会
で
は
、
そ
う
し
た
食
品
を

利
用
し
、
料
理
講
習
を
と
お
し
て
家
族

の
健
康
と
地
域
の
食
生
活
の
向
上
の
た

め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

よい子の
作’品

大場涼子南小3年

）

）

新井美由紀北小5年江中2年増田利典
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駅伝で

新春をスタート

三本地区

　
三
本
地
区
で
は
、
一
月
一
日
に
第
二

回
廓
別
元
旦
駅
伝
を
行
い
ま
し
た
。

　
例
年
に
な
く
暖
か
い
新
年
を
迎
え
た

こ
の
日
、
渡
唐
神
社
境
内
で
村
長
は
じ

め
多
数
の
来
賓
の
出
席
を
得
て
開
会
式

を
行
っ
た
後
、
午
前
十
一
時
三
十
分
、

一
斉
に
ス
タ
」
ト
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
全
長
約
五
千
メ
ー
ト
ル
で
、

　
　
　
（
　
㍉

そ
こ
を
七
区
間
に
分
け
、
一
区
間
あ
た

り
五
百
ー
八
百
メ
ー
ト
ル
と
い
う
、
誰

に
で
も
走
れ
る
手
ご
ろ
な
距
離
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
参
加
資
格
は
中
学
生
以
上
の
男
女
と

い
う
こ
と
で
、
折
か
ら
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ

ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
か
、
出
場
五
チ
ー

ム
の
う
ち
最
年
少
は
十
二
歳
の
中
学
生

最
年
長
が
四
十
七
歳
の
お
父
さ
ん
と
い

う
幅
広
い
年
齢
か
ら
、
自
称
健
脚
家
？

が
大
勢
参
加
し
ま
し
た
。

スタート。服装も様々です。

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ブ
ー
ム
と
は
い
え
、
こ

う
し
た
駅
伝
競
技
に
参
加
す
る
機
会
は

ま
れ
で
し
ょ
う
。
出
場
し
た
五
チ
ー
ム
の

選
手
は
、
タ
ス
キ
を
持
っ
て
自
分
の
受

持
ち
区
間
を
一
生
懸
命
走
り
、
沿
道
で

は
そ
の
力
走
に
、
に
ぎ
や
か
な
声
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
女
子
選
手
二
名
を
交
え

た
堀
之
内
地
区
が
十
六
分
二
十
八
秒
．
の

大
会
新
記
録
で
二
連
覇
を
飾
り
、
競
技

は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
渡
唐
神
社
に
参
加
者
全
員

が
そ
ろ
い
、
今
年
一
年
の
安
全
を
祈
願

し
、
続
い
て
公
民
館
で
お
屠
蘇
で
祝
砲
、

競
技
に
出
場
で
き
な
か
っ
た
選
手
に
は
・

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
ハ
ッ
ス
ル
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
日
頃
の
運
動
不
足
の
解
消

と
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
、
ま
た
来

年
の
健
闘
を
誓
い
合
い
な
が
ら
、
和
や

か
な
う
ち
に
一
九
八
三
年
の
新
春
の
ス

タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

君
礫
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、
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③
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．
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歳犠

繕

　
立
春
を
過
ぎ
る
と
、
暦
の
上
で
は

も
う
春
。
と
は
言
っ
て
も
、
『
外
は
ま

だ
ま
だ
冬
景
色
。
そ
ん
な
中
で
香
り

高
く
咲
く
の
が
梅
の
花
。

　
歳
時
記
の
中
で
梅
は
、
早
春
の
花

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
　
一
方

冬
の
終
わ
り
ご
ろ
、
日
当
た
り
の
よ

い
場
所
に
咲
く
早
咲
き
の
梅
は
、
冬

の
季
語
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
梅
と
並
び
称
さ
れ
る
の
が

桜
で
す
が
、
　
「
梅
と
桜
」
と

言
う
と
、
美
し
い
も
の
が
二

つ
並
ん
だ
例
え
に
使
わ
れ
る

言
葉
で
す
。
梅
と
桜
と
ど
ち
ら
が
好

き
か
は
、
そ
の
人
の
好
み
に
も
よ
り

ま
す
が
、
時
代
に
よ
っ
て
も
流
行
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　
奈
良
時
代
に
は
梅
が
好
ま
れ
て
い

た
と
み
え
て
、
万
葉
集
に
は
梅
を
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隻

　
　
　
　
　
♪

講

コ

嚇
辮
鱗
雛

梅
二
＋
首
、
警
種
と
逆
転
し
て
蹴

ま
す
。
九
六
〇
年
に
御
所
の
内
裏
（
天
副

皇
の
住
癌
殿
）
が
焼
け
た
あ
と
懲

寝
殿
（
し
し
ん
で
ん
）
の
前
に
あ
っ
副

た
梅
を
桜
に
植
え
か
え
た
の
も
、
そ
｝

の
た
め
で
し
ょ
う
。

江
戸
韓
に
入
る
と
、
桜
の
花
具

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
梅
の
花
見
漁

盛
ん
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
戦
時
中
は
一

桜
の
潔
さ
が
た
た
え
ら
れ
て
桜
全
盛
．
㎜

　
そ
し
て
最
近
は
、
　
「
桜
ま
つ
り
」

　
　
　
も
盛
ん
で
す
が
、
「
梅
ま
2

　
　
　
り
」
薯
て
は
や
さ
れ
て
訟

　
　
　
ま
す
。

瓢
灘
梶
叢

稔
と
塩
と
は
縁
が
あ
り
鰯

好
叢
癒
璽

含
み
ま
ず
が
減
塩
梅
干
し
は
十
％
く
一

ら
い
に
お
さ
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

。
●
ぬ
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購欝灘雛

　　　いち　ぱ
誘知聴串場

　活訓練、職能訓練（洋裁・タイ　i

　プ・時計修理）、学習指導　　　　i

■入所期日　　　　　　　　　　　i
　昭和58年4月12日㈹予定　　　’：
■選考日　　　　　　　　　　　↓i
　3月10日㈱　　　　　　　　 ・：

■申込受付日　　・　　　　　　　i

　3月8日㈹まで　　　　　　1
■費　用㌧無料（食費負規の場合　i
　もあります。）　　　　　　　　i

■申込手続　　　　　　　　　　　i
　福祉事務所身障者担当係へ　　　i

■問い合せ　　　　　　　　　　　1
　埼玉県身体障害者更生指導所　　i
　便0488－61－1678　　　　　　　　　　　　　　1

■と　き　　　　　　　　　・　　　：

　3月24日㈲昼の部　午後2時　　i
　　　　　　夜の部　午後6時　　i
■ところ　埼玉会館小ホール　　　i
田演　目　　　　　　　　　亀　　　：
　〉昼の部　義経千本桜〆1…椎の　i

　　段、小金吾討死の段、釣瓶す　i
　　しやの段　　　　　　　　　　　：

［＞夜の部　　　　　　　　　　　　　：

　　御所桜堀川夜討……弁慶上使　i
　　の段、天網島時雨炬達……紙　i
　　屋内の段、日高川入相花王…　i
　　・・渡し場の段　　　　　　　i
■出　演　　　　　　　　　．　　、i
　太　夫……竹本文字大夫・竹本　i
　　伊達路大夫ほか　　　ρ　　　i

　三味線　竹沢団六・野沢勝平　　1
　人　形　吉田玉男ほか　　　　　i
　鳴　物　望月太明蔵社中　　　　：

た独自の技術技能訓練を行ってい
ます。

■修学年限　2年（昼間）

■応募資格　高等学校卒業者、3
　月卒業見込、またはこれと同等
　以上の学力ありと認められる者

■願書受付
　1月25日㈹から2月12日㈹まで
■試験日　2月23日㈱
口試験地　東京、大阪、福岡
■試験科目

　　外国語＝英語A、数学≒「数
　学1、H　B」、理科＝「物理1」

　「化学1」の2科目かノ51科目
　選択
■合格発表　3月4日⑨
■受験料等

　　受験料…一1万円、入学金不
　用、授業料一年額12万2，000円
■間い合せ
　　東京職業訓練短期大学校・学
　　生課智0423－41－3331

　i　県立小川高校定時制では、ただ
　iいま勉学に意欲のある方々を募集
　：　しでいます。

　i■願書受付
　：　1次……2月1日～4日正午
　i　　2次……3月19日～23日（20、
　i　　　　　21日を除く）午後2蒔
　i　　　　　から午後7時まで
　i■入学試験
　i　　1次……2月28日　8時45分
　　：　2次……3月25日　9時30分

）i■特典
　　i　①教科書の無償交付
）1　②授業料月額1，550円
　　iI　③給食費補助
　　i　④助成金の制度あり
　　ト■連絡先

　　　　県立小川高校定時制
　　：　　　盈0493－72－1158

22日㈹午前10時から午後
で

村母子健康センター
容

待遇、名誉侵害、不動産
家庭問題、借地問題、近
、その他生活上のことで
のこと

護委員・法務局職員

き
月
ま
ろ
南
内
別
・
題
り
者
擁

　
2
時
こ
江
談
差
題
問
困
当
権

と
　
3
と
　
相

■
　
　
■
　
■

問
隣
お
担
人

　
　
　
■

　県立浦和通信制高等学校では、
生徒を募集しています。

■応募資格
　　中学卒業者または同等以上の

　学力のある者、年齢不問。

■願書受付
　　3月22日㈹から4月9日（土）
■提出書類
　　入学願書、出身中学調査書、

　または卒業証明書、成績証明書
　健康診断書など。

■問い合せ
　　県立浦和通信制高等学校
　　麿0488－86－4123

轟灘馨嚢麟鱗’灘灘轍旱鎌
　学理的な素養と幅広い実技能力　i　15歳以上の者
を身にっけた実践技術者の養成を　i■募集人員
目的としており、一般工科系短大　1　男子・一…10名　女子……10名
と同等の科学的、技術的専門知識　i■訓練内容
に併せて、実験・実習を一体化し　i　　機能回復訓練、運動訓練、生

、
）
　
）

20歳、し

趨

　
国
民
年
金
は
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
で
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的
年

金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
を
対
象
と
し

、
た
年
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
老
後
の
保
障
は
も
ち
ろ

ん
、
万
一
、
事
故
や
病
気
で
障
害
者
と

な
っ
た
り
、
母
子
状
態
に
な
っ
た
場
合

も
、
、
所
得
保
障
ど
し
て
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
年
金
額
は
物
価
が
上

が
れ
ば
年
金
額
も
引
上
げ
る
、
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
月
額
五
千
二
百
二
十
円

で
、
今
年
の
四
月
か
ら
五
千
八
百
三
十

円
と
な
り
ま
す
が
、
生
活
が
苦
し
い
な

ど
の
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
人
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
さ
れ
る
制
度
も
あ
の
ま
す
。
く
わ
し

い
こ
と
は
役
場
住
民
課
の
年
金
係
に
問

い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
ぜ
ひ
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
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率
、
牽

、
、
～

、
語

繋
㌔

・
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凝

’藻

聡
更機

　　灘

　聾富

裾

○

○
延長戦のすえの勝利に抱き合って大喜び

「
フ

オト「

ニュース
　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　れ　　　　　　　　　　ら
　　　　　　　　　藷
　　　　　　　　が　　　　　　　葉　　　　　　言　　　　福　　　祝　　　に　　人　成新　　　　　2

☆スポ少ミニバスケットボール大会　1月9日村民体育

館でスポーツ少年団の埼玉県ミニバスケットボール大会

が開かれました。県内各所に分散し、トーナメント方式

で行われたこの大会、江南会場には四チームが集い熱戦

が展開されました。その結果地元江南チームが1位にな
り、三回戦へ進出することになりました。　（写真右上）

☆成人の門出を祝う　1月15日村民体育館で成人式が行
われました。今年本村で成人式を迎えた人は男女合わせ

て138人、やはり男性はスーツ、女性は着物での出席が
多く見られました。　（写真左上）

☆受験シーズン到来　2月に入り、大学、高校などの入

学試験がたけなわとなります。智恵をつかさどる仏さま

として知られる野原の文殊寺では、関東一円から参拝者

を集め、すでに合格祈願はじめ家内安全などの絵馬がた

くさん掛けられています。今月25日の縁日には、またに
ぎわうことでしょう。　（写真左下）

獺
懸

菱

慧

　　　　　　　　一年間では数千枚を数えるという絵馬

県
議
会
議
員
選
挙
投
票
日
は
四
月
十
日
（
日
）

（

令

そ
な
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
を

　
あ
な
た
は
交
通
災
害
共
済
に
加
入
七

て
い
ま
す
か
？
も
し
未
加
入
で
し
た
ら

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
は
、
万
一
の
交
通
事
故
に

備
え
、
わ
ず
か
な
会
費
で
お
互
い
が
助

け
合
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
区
長
さ
ん
や
学
校
の
ご
協
力
に
よ
っ

　
　
　
　
　
一
匠
し

1蟹

て
申
込
書
を
配
布
し
、
三
月
十
日
か
ら

申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。
申
込
ま
れ
る

場
合
、
一
般
会
員
の
方
は
会
費
を
添
え

区
長
さ
ん
を
通
し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
．
（
本
年
三
月
に
中
学
校
を
卒
業
す

る
方
は
、
『
一
般
会
員
に
な
り
ま
す
。
）
ま

た
、
中
学
生
以
下
は
学
校
で
、
と
り
ま

と
め
を
行
い
ま
す
。

1
加
入
で
ぎ
る
方

　
村
内
に
住
ん
で
い
て
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。
あ
る
い
は

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方
。

■
会
費

　
一
般
会
員
は
年
額
六
百
円
、
中
学
生

以
下
の
会
員
は
年
額
三
百
円
。

■
共
済
の
有
効
期
間

　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
一
年
間
。
　
（
途
中
で
も
月
割
会

費
で
加
入
で
き
ま
す
。
）

※
　
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
転
出
さ
れ

　
る
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　
日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
け
る
自
動

車
、
単
車
、
自
転
車
ま
た
は
電
車
等
に

乗
っ
て
い
て
、
衝
突
、
接
触
、
転
落
、

転
覆
し
た
事
故
、
及
び
歩
行
中
こ
れ
ら

の
乗
物
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た

場
合
。

■
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
治
療
中

で
あ
っ
て
も
す
み
や
か
に
役
場
・
総
務

課
へ
見
舞
金
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
請
求
に
必
要
な
書
類
は
次
の

と
お
り
で
す
。

1
、
交
通
事
故
証
明
書
、
ま
た
は
交
通

　
　
事
故
申
立
・
現
認
書

2
、
医
師
の
診
断
書

3
、
会
員
証

4
、
印
か
ん

☆
申
請
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。

　
以
上
く
わ
し
く
は
役
場
・
総
務
課
交

通
災
害
係
ま
で
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村
議
会
議
員
選
挙
投
票
日
は
一
、
一
月
二
十
日
（
日
）

選
挙
の
「
投
票
場
入
場

券
」
が
届
き
ま
せ
ん
が

　
　
　
　
昨
年
秋
、
夫
の
都
合
で
、
当

問
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
地
に
引
っ
越
し
て
、
現
在
、
小

　
　
　
さ
な
洋
裁
店
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
先
日
、
近
所
の
奥
さ
ん
と
立
ち
話
を

し
て
い
て
、
選
挙
に
は
誘
い
合
っ
て
出

か
け
よ
う
と
言
っ
た
の
で
す
が
、
家
に

帰
っ
て
か
ら
μ
投
票
場
入
場
券
〃
が
送

ら
れ
て
き
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
わ
た
し
が
手
続
き
を
忘
れ
た
た

め
で
は
な
い
か
と
心
配
な
の
で
す
が
。

　
　
　
　
こ
の
場
合
、
ま
ず
考
え
ら
れ

管
る
確
転
入
届
を
踏
て
即

　
　
　
な
し
た
め
で
は
な
い
カ
　
と
し

う
こ
と
で
す
。

　
転
入
届
は
、
他
の
市
町
村
か
ら
引
っ

越
し
て
来
て
十
四
日
以
内
に
、
新
し
い

住
所
地
の
市
町
村
役
場
に
届
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
役
場
で
は
、
そ
の
届

出
に
従
っ
て
、
住
民
基
本
台
帳
に
そ
の

旨
を
記
載
し
ま
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
と
い
う
の
は
、
市
町

村
が
、
そ
の
行
政
区
域
内
に
住
む
人
の

居
住
関
係
を
公
的
に
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
次
の
よ
う
な
住
民
に
つ
い
て

の
事
務
手
続
を
す
る
場
合
の
基
礎
と
す

る
も
の
で
す
。

　
事
務
手
続
に
は
、
選
挙
、
義
務
教
育
、

国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
印
鑑
証

明
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
居
住
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
権
利
と
義
務

の
一
切
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
も
し
、
あ
な
た
が
転
入

う
か
。

　
転
入
届
を
出
す
と
き
は
、
前
に
住
ん

で
い
た
市
町
村
の
長
が
発
行
す
る
転
出

証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
営
業
な
ど
で
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
と
国
民
年
金
手
帳
が
必

要
で
す
。

　
一
方
、
転
出
届
は
、
他
の
市
町
村
へ

住
所
を
移
す
場
合
に
、
転
出
先
や
転
出

の
予
定
年
月
日
を
、
あ
ら
か
じ
め
現
住

所
の
市
町
村
役
場
に
届
け
出
る
も
の
で
、

こ
の
と
き
、
転
出
証
明
書
の
交
付
を
受

け
ま
す
。
こ
の
場
合
も
、
印
鑑
と
国
民

転
入
届
を
出
し
て

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う

届
を
出
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
住
民

基
本
台
帳
へ
の
記
載
が
な
い
た
め
に
、

選
挙
の
投
票
場
入
場
券
は
送
ら
れ
て
き

ま
せ
ん
。
選
挙
の
場
合
に
限
ら
ず
、
住

民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
、

窃　　心

住
民
票
の
写
し
が
も
ら
え
な
か
っ
た
り

お
子
さ
ん
の
就
学
通
知
が
届
か
な
い
な

ど
、
日
常
生
活
で
い
ろ
い
ろ
困
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
居
住
地
の
市
町
村
役
場

に
問
い
合
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

　
　
　
○
．
V

．
盤
薩
譲
撮
灘
雛
凝

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
の
た

め
に
、
在
宅
の
ま
ま
投
票
で
き
る
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
る
の
を

ご
存
知
で
す
か
？
　
こ
の
制
度
は
、
郵

便
投
票
証
明
書
や
投
票
用
紙
の
交
付
等

を
郵
便
で
行
い
ま
す
の
で
時
間
が
か
か

り
ま
す
。

　
該
当
の
方
は
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

層
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
場

健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
国
民
年
金
手

帳
を
、
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
方
、
同
じ
市
町
村
内
で
引
っ
越
し

を
し
た
場
合
は
、
そ
の
日
か
ら
十
四
日

以
内
に
転
居
届
を
市
町
村
役
場
に
出
し

ま
す
。
こ
の
届
出
に
必
要
な
書
類
は
、

転
出
届
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

　
ま
た
、
世
帯
主
が
変
わ
っ
た
り
、
結

婚
し
て
新
し
く
世
帯
を
持
っ
た
り
し
た

場
合
は
、
世
帯
の
変
更
が
あ
っ
た
日
か

ら
十
四
日
以
内
に
、
居
住
地
の
市
町
村

役
場
に
世
帯
変
更
届
を
出
し
ま
す
。
必

要
な
書
類
は
、
転
出
・
転
居
届
の
場
合

と
同
じ
で
す
。

　
以
上
の
届
出
は
、
直
ち
に
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
、
届
け
出
た
人
の
新

t
い
状
況
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
す
べ

て
の
手
続
き
が
と
ら
れ
ま
す
。

蒼
蒼
蒼
蒼
蒼
曇
且
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蒼
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釜
況
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且
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蒼
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Y
蒼

合
、
郵
便
投
票
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

に
は
、
選
挙
人
自
身
が
署
名
を
し
た
郵

便
投
票
証
明
書
交
付
申
請
書
と
、
身
体

障
害
者
手
帳
等
を
、
そ
の
選
挙
人
が
登

録
さ
れ
て
い
る
選
挙
人
名
簿
の
属
す
る

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
長
に
提
出
し

て
申
請
し
ま
す
。

　
郵
便
投
票
証
明
書
は
、
交
付
の
日
か

ら
四
年
間
有
効
で
す
。
す
で
に
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
期
限
が
切
れ
て
い
る

場
合
、
再
交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
以
上
べ
わ
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会

へ
。　

　
）
6
）

お
め
で
た
と
お
悔
や
み

　
　
　
　
（
細
月
鱒
届
咄
）

　
お
誕
生
（
カ
ッ
コ
内
保
護
者
）

成
　
沢

橋
本
真
理
子
　
二
女
（
正
　
己
）

水
野
　
篤
　
　
長
男
（
　
修
　
〉

松
下
麻
里
子
　
二
女
（
恒
　
雄
）

樋
　
春

・
荒
井
裕
一
　
長
男
（
秀
雄
）

押
　
切

水
野
昌
代
五
女
（
登
）

西
野
　
有
香
　
長
女
（
民
　
男
）

三
　
本

島
　
順
哉
　
　
長
男
（
順
　
彦
）

新
井
　
祐
子
　
長
女
（
正
　
己
）

須
賀
広

鈴
木
　
充
　
　
長
男
（
　
豊
　
）

吉
田
由
里
子
　
三
女
（
文
　
雄
Y

野
原

宅
森
　
正
樹
　
長
男
（
知
　
克
）

板
井

木
村
　
力
　
　
長
男
（
明
　
夫
）

千
代

福
田
　
裕
美
　
三
女
（
竹
　
治
）

岸
本
　
篤
之
　
二
男
（
隆
　
之
）

　
ご
逝
去
（
カ
ッ
コ
内
・
年
齢
）

成
沢
　
水
野
　
一
二
　
　
（
72
）

押
切
　
馬
場
し
づ
子
　
　
（
57
）




